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冬
真
っ
盛
り
で
す
。
寒
い
日
が
続
い
て

い
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ

さ
い
。

   

一
昨
年
か
ら
「
尾
張
名
古
屋
・
歴
史
街

道
を
行
く
ー
社
寺
城
郭
・
幕
末
史
—
」
を

お
送
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
名
古
屋
城

と
名
古
屋
城
下
町
を
お
送
り
し
ま
す
。
今

月
は
中
世
尾
張
に
現
在
の
名
古
屋
城
下
町

北
部
に
形
成
さ
れ
た
那
古
野
荘
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。

★
駅
伝
制

   

古
代
律
令
制
の
成
立
と
と
も
に
駅
伝
制

が
導
入
さ
れ
、
東
海
道
、
山
陽
道
な
ど
の

官
道
が
整
備
さ
れ
、
駅
家
が
各
地
に
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

   

駅
家
は
「
え
き
か
」
「
う
ま
や
」
と
読

み
ま
す
。
約
四
里
ご
と
に
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
平
安
時
代
の
法
令
集
で
あ
る
「
延
喜

式
」
に
は
四
〇
二
の
駅
家
が
設
置
さ
れ
て

い
た
こ
と
や
、
駅
家
の
細
か
い
規
則
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

   

駅
家
に
は
、
馬
や
馬
具
、
食
料
な
ど
が

備
え
ら
れ
、
駅
子
が
常
駐
。
馬
は
大
路
の

駅
に
は
二
十
疋
、
中
路
の
駅
に
は
十
疋
、

小
路
の
駅
に
は
五
疋
配
置
さ
れ
る
の
が
原

則
で
あ
り
、
川
沿
い
の
駅
（
水
駅
）
に
は

駅
船
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

   

原
則
と
し
て
駅
使
と
そ
の
従
者
の
み
が

駅
家
の
利
用
を
許
さ
れ
ま
し
た
。
公
私
の

目
的
を
問
わ
ず
、
位
階
や
勲
位
を
持
つ
者

は
例
外
的
に
駅
家
に
宿
泊
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

   

駅
家
の
運
営
は
駅
戸
と
呼
ば
れ
る
駅
周

辺
の
農
家
が
行
い
、
そ
の
う
ち
富
裕
で
経

験
豊
富
な
一
名
が
駅
長
に
任
ぜ
ら
れ
ま
す
。

   

駅
長
は
終
身
制
で
す
。
亡
く
な
っ
た
り
、

高
齢
、
病
気
を
理
由
に
駅
長
を
交
代
す
る

時
は
、
馬
な
ど
の
駅
家
の
備
品
を
完
全
に

引
き
継
ぐ
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
欠
損

し
て
い
る
場
合
は
前
任
の
駅
長
あ
る
い
は

そ
の
家
族
が
弁
償
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
「
延
喜
式
」
に
は
、
天
災
な
ど
の
不

可
抗
力
に
よ
る
も
の
は
除
く
な
ど
、
細
か

い
規
則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
駅
長
の

負
担
は
重
い
で
す
が
、
そ
の
代
わ
り
に
在

任
中
の
課
役
（
庸
・
調
・
雑
徭
）
は
免
除

さ
れ
ま
す
。

   

余
談
で
す
が
、
襷
を
つ
な
ぐ
長
距
離
走

を
「
駅
伝
」
と
呼
ぶ
の
は
、
駅
（
中
継

所
）
か
ら
駅
ま
で
を
伝
え
る
と
い
う
古
代

駅
伝
制
に
由
来
し
ま
す
。

★
那
古
野
荘

   

古
代
駅
路
で
は
都
と
太
宰
府
を
結
ぶ
山

陽
道
が
一
等
大
路
で
し
た
が
、
中
世
に
は

鎌
倉
街
道
が
最
重
要
と
な
り
ま
し
た
。
尾

張
国
で
は
鎌
倉
街
道
が
南
東
か
ら
北
西
方

向
に
斜
め
に
貫
い
て
い
ま
し
た
。

   

時
代
と
と
も
に
駅
制
は
変
容
し
、
駅
に

代
わ
っ
て
宿
が
登
場
し
ま
す
。
宿
場
と
は

街
道
に
お
い
て
駅
逓
事
務
を
取
り
扱
う
た

め
設
け
ら
れ
た
集
落
の
こ
と
で
す
。
宿
駅

と
も
言
い
ま
す
。
ま
た
、
旅
籠
の
集
合
体

で
あ
る
宿
場
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
町
を

宿
場
町
と
呼
び
ま
す
。

   

中
世
に
は
各
地
に
荘
園
が
形
成
さ
れ
、

都
と
荘
園
を
結
ぶ
道
も
生
ま
れ
ま
す
。
尾

張
国
の
庄
内
川
の
東
部
に
も
那
古
野
荘
、

山
田
荘
、
富
田
荘
な
ど
が
誕
生
し
ま
し
た
。

   

中
世
尾
張
国
の
鎌
倉
街
道
の
宿
は
、
沓

掛
、
鳴
海
、
熱
田
、
萱
津
、
折
戸
、
黒
田

と
つ
な
が
り
ま
す
。
鎌
倉
街
道
の
経
路
は
、

境
川
を
渡
っ
て
尾
張
国
に
入
る
と
、
沓
掛

を
通
っ
て
鳴
海
に
至
り
、
熱
田
宿
（
宮
宿
）

か
ら
北
上
し
て
古
渡
、
そ
こ
か
ら
西
進
し

て
露
橋
、
さ
ら
に
中
村
を
通
っ
て
庄
内
川

を
渡
り
、
萱
津
、
折
戸
、
黒
田
と
北
西
方

向
に
進
み
ま
す
。

   

中
世
尾
張
国
に
お
い
て
は
、
鎌
倉
街
道

と
那
古
野
荘
を
つ
な
ぐ
道
、
那
古
野
荘
と

周
辺
集
落
を
つ
な
ぐ
道
も
形
成
さ
れ
て
い

き
ま
す
。
つ
ま
り
、
中
世
那
古
野
の
町
の

も
と
に
な
る
集
落
や
道
が
あ
っ
た
こ
と
も
、

こ
の
場
所
に
那
古
野
城
が
築
城
さ
れ
た
背

景
で
す
。
城
が
で
き
、
那
古
野
の
町
に
は

市
も
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

★
那
古
野
城

   
那
古
野
城
は
戦
国
時
代
に
今
川
氏
親
が

築
城
し
た
柳
ノ
丸
が
原
型
で
す
。
そ
の
後
、

今
川
氏
庶
流
の
那
古
野
氏
が
城
を
治
め
ま

す
が
、
織
田
信
秀
に
奪
わ
れ
ま
す
。
城
を

継
承
し
た
信
長
が
清
洲
城
に
移
り
、
や
が

て
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
か

ら
約
半
世
紀
後
、
旧
城
地
に
徳
川
家
康
に

よ
っ
て
名
古
屋
城
が
築
城
さ
れ
ま
す
。

   

那
古
野
城
址
そ
の
も
の
は
荒
野
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
那
古
野
荘
の
集
落
は
徐
々

に
大
き
く
な
り
、
中
世
尾
張
国
の
中
心
で

あ
っ
た
清
洲
や
、
稲
生
、
熱
田
な
ど
四
方

に
つ
な
が
る
道
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
那
古
野
荘
は
中
世
に
お
い
て
既
に

各
地
と
つ
な
が
る
道
路
網
を
有
し
て
い
ま

し
た
。

   

金
城
温
古
録
（
き
ん
じ
ょ
う
お
ん
こ
ろ

く
）
に
載
っ
て
い
る
「
御
城
取
大
体
図
」

で
は
、
那
古
野
城
下
町
の
道
路
網
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

   

東
西
に
直
線
道
路
が
貫
い
て
お
り
、
西

端
に
は
「
枇
杷
島
に
至
る
」
、
東
部
で
直

線
道
路
と
交
差
し
て
そ
こ
か
ら
北
西
へ
延

び
る
道
の
北
端
に
「
小
田
井
河
原
に
出
る
」
、

交
差
点
か
ら
南
下
し
た
端
に
は
「
七
本
松

（
千
代
田
）
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
城
下

町
の
外
縁
部
に
向
か
う
道
路
網
が
計
画
的

に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

   

つ
ま
り
、
近
世
名
古
屋
城
下
町
の
道
路

網
の
骨
格
が
、
中
世
那
古
野
城
下
町
時
代

に
造
ら
れ
て
い
た
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ

う
。

   

清
洲
の
町
は
戦
国
時
代
に
既
に
城
郭
が

構
築
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
五
条
川
を
利
用

し
た
内
堀
、
外
堀
が
あ
り
、
堀
の
周
囲
に

土
塁
も
築
か
れ
て
い
ま
す
。
城
を
中
心
と

し
た
武
家
屋
敷
と
と
も
に
、
鍛
冶
屋
町
、
材

木
町
、
鍋
屋
町
な
ど
の
町
人
町
が
整
然
と

立
ち
並
び
、
寺
町
的
な
地
域
も
あ
り
ま
し

た
。

   

中
世
那
古
野
城
が
放
棄
さ
れ
て
約
半
世

紀
後
、
そ
の
清
洲
の
町
が
そ
の
ま
ま
那
古

野
の
町
に
移
さ
れ
、
近
世
名
古
屋
城
下
町

の
基
と
な
り
ま
す
。

★
名
古
屋
開
府

   

い
よ
い
よ
来
月
は
名
古
屋
開
府
。
那
古

野
城
址
に
名
古
屋
城
が
築
城
さ
れ
、
城
の

南
に
は
名
古
屋
城
下
町
も
形
成
さ
れ
ま
す
。

乞
ご
期
待
。




